
回覧 ＜稲むらの火の館＞ 第１４号 年に一度は

広川町 やかただより H23･５月 館に行こう！
○４月１日より、東北関東大震災の様子等 気を伝えるために、八雲の津波関係作品の

について、３月１２日～３１日までの新聞 展示と義援金を募っているそうです。

記事の切り抜き展示を多目的室で見てもら

っています。 ○館内に義援金の募金箱を設置しています

貼り付けるときもそうでしたが、涙なし 広川町では、東北関東大震災の被災者に

では見てられません。多目的室でじっくり 対して、義援金をお願いしています。

と見入ってくれるお客さんが大変多いです。 館でも募金箱を設置していますので、被

災者のためによろしくお願いします。

○小泉八雲の曾孫にあたられる小泉凡さんが

稲むらの火の館を訪れてくれました。 ○稲むらの火の館の来館者数が１０万人を達

小泉八雲は安政南海地震津波の際に、梧 成しました。

陵が高台に村人を避難させ、人的被害を最 ４月１７日（日）遂に１０万人目の人が入

小限に留めた実話を物語化した「生き神」 場しました。奈良県王寺町から池の原自治

を執筆しました。これは、明治２９年の三 会という団体（48 名）でお越しの中から西

陸地震津波で２万人以上の犠牲者を出した 川行雄さんです。

ときの惨状を受けた執筆でした。 西川さんは元消

その後、中井常蔵先生によって「稲むら 防士で防災には関

の火」という題で小学校の国定教科書に載 心が高く、光栄で

ったことはご承知の通りです。 すとにこやかに話

その八雲の曾孫である小泉凡さんが来館 されていました。

してくれました。

凡さんは、現在島根県立大学短期大学部 ○お客さんの声コーナー

教授で、小泉八雲記念館の顧問をされてい ＊ 10万人達成の記事を見て見学に来ました。

ます。 来よう来ようと思ってたのに、もう少し早く来

館でそれぞれ たら良かったな。（休館日とは知らずに月曜日

の記念館の情報 に来てくれたそうです。４名様で来館）

交換を行いまし ＊堺市に津波が来たときは、当時芋を植えてい

た。そして、わ て、芋のつるに足を取られてなかなか逃げるこ

ざわざ印南町か とができなかった。３ D の映画はとても良かっ

ら中井常蔵先生のご子息で中井智一氏や耐 たよ。（個人で８名様来館）

久大学学長の清水先生、語り部サークルの

﨑山会長さん、教委の平井さん、そして私

とで情報交換会を持ちました。

小泉八雲記念館では、現在、東北関東大

震災を受け、八雲の防災に対する先駆的な

関心と、津波から身を守る先人の機知と勇

裏もご覧下さい。

やかただよりがインターネットで見るこ

とができます。

稲むらの火の館で検索してください。

そして、ブログの中に、やかただより５

月号がありますので、開いてください。

カラーで見ることができますよ。



２面 ＜稲むらの火の館＞ 平成２３年 いざという 時

広川町 やかただより 第１４号 あなたは！

＜防災編その２＞～非常用備品～ □日頃から隣近所とのコミュニケーションはと

□携帯ラジオ □雨カッパ っていますか。

□ライター □裁縫道具 □家庭で地震や津波について話し合いをしてい

□新聞紙 □石けん ますか。

□カセットコンロ □万能ナイフ

□洗面用具 □ひも

□くつ・スリッパ □生理用品

□懐中電灯（予備乾電池）□バケツ

□布ガムテープ □ろうそく 展示作品・今後の予定について

□タオル □軍手 ☆稲むらの火祭り写真展

□レジャーシート □紙食器 （多目的室＆トンネルギャラリー）

□ウエットティッシュ ☆新しい展示物の紹介

□現金 □免許証 ◎東北・関東大震災の新聞記事を展示中です。

□保険証 □証明書 （多目的室＆トンネルギャラリー）

□貯金通帳 □各種カード ◎救急用避難マットを入れ

□印鑑 □家・車のキー ていたアルミ製袋で簡易防

□水（一人 10リットル以上） 寒シートをつくりました。

□カンパン □レトルト食品 これで防水・防風・防湿等

□缶詰 □カップ麺 に役立ちます。

□消毒液 □絆創膏 ☆新しく展示を希望される団体様は代表者を通

□包帯 □常備薬 してご相談下さい。

□風邪薬 □湿布薬 ○生け花ボランティア

□傷薬 □胃腸薬 今年もお客様に好評の生け花を飾ってくれま

□着替え用肌着 □帽子 す。偶数月は蕉月流様、奇数月は草月流様が担

□着替え用衣類・靴下 当です、よろしくお願いします。

□マスク □毛布

□粉ミルク □おんぶ帯

□紙おむつ □ほ乳びん

□肌着などの衣類

＜日頃の準備点検＞

□非常持ち出し品はリュックに入れていますか。

□出入り口付近に転倒・落下の危険性のあるも

のなど置いていませんか。

□応急手当の方法を知っていますか。

□避難場所に行ったことがありますか。

□地域の防災訓練に参加したことがありますか。

□被災したときに避難できる知人・友人はいま

すか。

□お風呂に水をためていますか。

＜稲むらの火の館の紹介＞

濱口梧陵記念館／津波防災教育センター

〒643-0071 住所 広川町広671
℡：0737-64-1760／FAX：0737-64-1761
http://www.town.hirogawa.wakayama.jp/inamurano
hi/
*開館時間：午前10時～午後５時（受付終了４時）

*休館日：月曜日・火曜日（祝日開館）

年末年始（12/29~1/4）
*記念館だけの入場は無料です。

＜次回１５号予告＞
防災編その３

生活用品

貴重品

食料品

医薬品

衣類

赤ちゃん

用品

非常持ち出し品は

定期的に点検をしましょう。


